
第2055回 2024.1.30

●司　　会　　　　　　Ｓ.Ａ.Ａ.　榊原　　肇君
●ソングリーダー　　　　　　　 野畑　俊光君
●ロータリーソング　　「それでこそロータリー」

（会長挨拶）  　　　　　  半田南RC会長　山北　正義君
前２回の例会に於いて、能登半島地震の義援金38,000円
があつまりました。ご協力ありがとうございました。３月
３日（日）フードドライブ2024が、半田商工会議所女性会
の主催により、森田家具さんで実施されます。ご協力下さ
い。１月23日（火）災害時における相互協力に関する協定
連絡会議が行われました。４月より、災害時における相互
協力に関する協定書及び覚書の継続について、説明と依
頼がありました、ひき続き協力していくつもりです。続い
て、連絡体制について検討され、半田南ＲＣでは、事務局
と会長宛てに、依頼が届くことを、確認いたしました。最
後に令和６年能登半島地震の情報共有についてお話があ
りました。知多中部広域事務組合消防本部は、発災当日か
ら緊急消防援助隊愛知県大隊の一員として、石川県輪島
市に消防隊員（救急隊員３名・消防隊員５名）（４日交代第
７次）を災害派遣。医療チーム（ＤＭＡＴ）として半田病院
から５名を翌日から派遣、活動内容は介護老人保健施設
の被害調査、病院避難支援として患者の搬送、コロナ感染
症患者支援。市役所職員は、住屋の被害認定調査、被災建
築物応急危険度判定、下水道管施設被害調査を実施。半田
社会福祉協議会より、ボランティア地域支え合いセンタ
ー長の松本涼子さんが現地に入り支援活動をした体験
をお話いただきました。現場でのＪＣ・ＬＣの会員が中止
になって、災害ボランティア備品の納入、飲料水、食料な
どの搬入をしていたそうです。現場では、物の購入に対し
て、現金決済での対応が多いことに驚き、今後の課題と指
摘していました。さて、今夜の会場半田赤レンガ建物は、
1898年（明治31年）のカブトビール製造工場として誕生し
ました。時はビール黎明期。地方都市半田から一流ブラン
ドを目指し、果敢に大手ビールメーカーに挑んだ起業家
たちの精神を今に伝えています。設計者は、明治の建築界
の三巨匠の一人、妻木頼黄（つまきよりなか）。横浜赤レン
ガ倉庫や日本橋（装飾部）なども彼の設計によるものです。
建物は、ビール工場として安定した温度や湿度を必要と
することから、中空構造を持つ複壁や極めて特徴的な構
造をもった建物です。平成16年、文化庁登録、登録有形文
化財に指定されています。半田の起業家たちが本格ビー
ルを作るため、豊富な財力と時代の最先端の技術を導入
した場所で、語り合いましょう。
●出席委員会
第2055回例会　１月30日（火）　天気（晴）
本日の例会は20名の出席にて、出席率は66.6％です。
●Smiling Box
榊原　　英君　カブトビールの塔の上の方の棒と冠み

たいなものを作らせてもらいました。農
家の嫁のみなさん、宜しくお願いします。

蜷川　勝己君　農家の嫁の皆さん、本日は宜しくお願い
します。

山北　正義君　久し振りの夜間例会、明治の雰囲気を楽
しんで、先人の起業の場所で楽しみま
しょう。

〇お世話になります。
　加藤　金吉君　　都築　延男君　　永田　明世君
　石川　信行君　　間瀬　　正君　　榊原　邦彦君
　都築　利全君　　鈴木　宏司君　　榊原　　英君
　手島　嘉宏君　　蜷川　勝己君　　杉山　知子君
　松林　信吾君　　榊原顕太郎君　　山北　正義君
　芳賀　康宜君　　前田　晃教君　　間瀬　貴裕君
　戸田　孝士君　　野畑　俊光君
　　　　　　　　　　　　　　　合計20名　　26,000円

（次回例会）
第2057回例会　「創立記念例会」
２月13日（火）　於：アンティカローマ

次回の例会

会 長 挨 拶

夜 間 会 場 変 更 例 会 場所：半田赤レンガ建物


